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表2　試験区の構成（昭和61年度）

1　ま　え　が　さ

夏季冷涼なヤマセ気象を生かした夏どりセルリーの栽培

法を確立するため，昭和60～61年の2か年にわたり，畑地

かんがい下において窒素の基肥量と追肥量について検討し

たので，その結果を報告する。

2　■眈　験　方　法

〔試験Ⅰ窒素基肥量の比較〕

（り　窒素の施用量と1回当たりかん水量；表1のとおり

t2）かん水法；マルチ下チューブかん水

13）かん水点；PF2．0，テンションメーター（マルチ

下10cmに設置）による

轟1試験区の構成（昭和60年度）

区 1 回 か
窒 素 施 用 量 （毎 ／ 〃） 追 肥 時 期

（定 植 後 日 数 ）番 ん 水 量 基 肥 追 肥 × 回 数 合 計

1 1 0 1舐 2．0 0．5 × 3 3．5 2 0 ，4 0 ， 6 0

2 〝 2．5 0．5 × 3 4．0

3 3．0 0．5 × 3 4．5 〝

4 〝 3．5 0．5 × 3 5，0

5 2 0 1 2 ．0 0．5 × 3 3．5

6 〝 2．5 0．5 × 3 4．0

7 3．0 0．5 × 3 4．5

8 3．5 0．5 × 3 5．0

9 無 処 理 3．0 0．5 × 3 4．5 〝

（4）耕種概要；①供試品種　コーネル619　⑧播種期

と定植期　60年3月15日播種，6月21日定植（診栽植距離

・密度　うね幅120C詞，株間45cm，2条植え，370株／〃

④施肥量（吻／〟）窒素は表1のとおり。リン酸5．05，加里

5，苦土石灰10，稲わら堆肥200　⑤マルチ　果ポリフイ

は）供試圃場の土壌統群名；表層腐植質黒ポク土（桜

統）

16）区制　面槙；　2区制，1区307ば，20株調査

〔試験【窒素追肥量の比較〕

（1）窒素の施用量と1回当たりかん水量；表2のとおり

（2）かん水法；マルチ下チューブかん水

（31かん水点；PF2．0，テンションメーター（マル

チ下15cdに設置）による

（4）耕種概要；①供試品種　コーネル619　⑧播種期

区
番
1 回 か
ん 水量

窒素 施 用 量 （吻／〃） 追 肥 時 期

（定植 後 日数 ）
基 肥 追 肥 ×回数 合 計

1 10 ■■ 2．0 0．5 × 4 4．0 20 日後 か ら15 日 ご と

2 2．0 0．5 × 6 5．0 〝　 10 日 ご と

3 15 瓜 2．0 0．5 × 4 4．0 15 日ご と

4 2．0 0．5 × 6 5．0 〝　 10 日ご と

5 無 処理 2．0 0，5 × 4 4 ．0 10 日ご と

と定植期　61年3月17日播種，6月13日定植　③栽植距離

・密度　うね幅120cm，株間45cm，2条植え，370楓〃（彰

施用量（毎／β）窒素は表2のとおり。リン酸5，加理4．4，

苦土石灰10，稲わら堆肥400（診マルチ　銀黒ポリフイルム

（5）供試圃場の土壌統群名；表層腐植質黒ボク土（桜

統）

（引　区制・面樋；　2区制，1区307は，20株調査

3　試験結果及び考察

在圃期間中の降水量は，60年が249，3徹と非常に乾燥ぎ

みで，61年が439．9孤であった。かん水回数と量は，60年

が10鳳区で32回320孤，20m区で刀回460鳳，61年が1区

と2区で19回190鳳，3区で18回270m，4区で20回300

鳳であった。

また，在圃期間中の平均気温は，中間調査時点までが60

年は18．5℃，61年は15．3℃，収穫時点までが60年は22．3℃，

61年は19．0℃であった。

（1）窒素の基肥量と生育・収量について（試験l）：10

mかん水区，20孤かん水区とも，収穫時期まで窒素基肥量

の多い区はど草丈・地上部垂・全重がまさる傾向であった。

表3　定植後1か月の生育状況（昭和60年7月22日）

項

目

区

草 丈 彙 数
分 げ 地 際 地 上 地 下

全 垂
つ 巨 lコ

（cm ） （枚 ） （本 ） （鳳 ） （グ） （ダ） （ダ）

1 2 4 ．3 13 ．3 4 ．9 16 ．4 6 0 ．2 14 ．2 7 4 ．4

2 2 4 ．2 12 ．3 4 ．9 15 ．4 56 ．4 13 ．4 6 9 ．8

3 2 4 ．8 12 ．4 5 ．4 17 ．0 6 5．4 14 ．2 7 9 ．6

4 2 3 ．5 13 ．0 5 ．4 16 ．4 6 3．7 14 ．4 7 8 ．1

5 23 ．9 12 ．5 5 ．9 16 ．1 6 2．5 1 3．5 7 6 ．0

6 24 ，7 13 ．0 6 ．4 17 ．0 7 0，0 1 7．2 8 7 ．2

7 24 ．7 13 ．5 6 ．3 16 ．9 7 0 ．5 1 5．4 8 5 ．9

8 26 ．5 13 ．2 6 ．2 18 ．5 7 8 ．9 1 6 ．9 9 5 ．8

9 25 ．3 1 1．5 5 ．9 16 ．4 5 7 ．4 1 3 ．3 7 0 ．7
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表4　収穫時の生育状況及び収量（60．9／9）

F ≡ 節 間 長 a） 地 際 地 上 部
調 整 垂

上 物 腐 敗

部 径 全　 垂 収 量 株 〉
（印 ） （m ） （y ） （タ） 侮 ′α） （％）

1 19 ．1 44 1．4 1 1 8 3 6 2 8 6 8

2 18 ．3 4 3 1．4 18 8 4 3 2 8 8 8

3 18 ．5 4 8 1，4 56 84 4 2 8 1 10

4 19 ．5 4 6 1，3 9 2 8 5 8 2 7 8 1 3

5 18 ．3 4 7 1，4 0 9 90 8 2 7 3 1 9

6 18 ．1 5 1 1，4 6 2 94 7 2 6 7 2 4

7 19 ．0 4 6 1，4 3 1 88 1 2 6 9 1 8

8 18 ．2 4 8 1，5 3 0 99 4 2 7 6 2 5

9 17 ．4 4 3 1．0 9 6 7 49 2 5 6 8

注．a）：最大糞の第一節間島

また，かん水量の多い20m区や窒素基肥量の多い区では

軟腐病による腐敗株の発生が多かった。上物収量は，健全

株率の高かった10鳳区が20孤区よりもやや多く，窒素基肥

量の違いによる収量差は認められなかった。以上のことか

ら，窒素基肥の増量によって，生育がまさる傾向がみられ

たもののその差は小さく増収効果はみられなかったため，

窒素の基肥量は2毎／／旬程度で十分であると考えられた。

また，1回当たりのかん水量は20鳳では多過ぎると考えら

れた。

（2）窒素の追肥量と生育・収量について（試験Ⅱ）：試

験Ⅰの結果を考慮して，窒素基肥量を2吻／〃とし，かん

水処理を1回当たり10瓜と15mに設定して，窒素の追肥量

を検討した結果，定植後29日までの生育は，107mかん水区

が15mかん水区よりもややまさった。高温期に入った8月

上旬からは軟腐病が発生し，腐敗株率は多追肥区（2，4

区）で14～17％とやや高く，1，3区では8～12％であっ

た。収穫時の生育量は多追肥区が少追肥区より，また，15

瓜かん水区が仙瓜かん水区よりまさった。上物収量は，10

mかん水では多追肥区が少追肥区を上回ったものの，15鳳

かん水では腐敗株率がやや高かったため減収した。また，

かん水処理では15鳳かん水区が10加かん水区よりまさった。

以上のことから，1回当たりのかん水量が15Ⅷl程度であれ

ば窒素の追肥量は2吻／／旬程度で十分であると考えられた。

131かん水量について：気象経過の異なる2か年のデ

ータではあるが，無かん水に対してかん水処理をすること

轟5　定植後1か月の生育状況（61．7／12）

項
草 丈 彙 教

分 げ 地 際 地上 地 下 全 垂目 つ 数 邪 径 部 重 部垂

区 （cm ） （枚 ） （本 ） （m鳳） （タ） （F ） （ダ）

1 26 16．5 2．8 22 10 0 5 8 1 5 8

2 2 7 15．5 2．8 22 10 4 6 0 1 6 4

3 2 8 15．6 2．2 22 9 9 54 1 5 3

4 2 6 15．3 2，3 22 9 3 58 15 1

5 2 1 14．0 1．0 16 4 7 26 7 3

義6　収穫時の生育状況及び収量（61．9／1）

項
目

区

節 間 長 a） 地 際 地 上 部
調 整 垂

上 物 腐 敗
口 径 量

（cm ） （珊 ） （タ） （タ） （吻 ／α） （％）

1 2 2 ．7 6 4 2 ．2 7 1 1 ，6 8 3 5 5 0 1 2

2 2 3 ．5 6 7 2 ．6 54 2 ，0 55 6 3 0 1 7

3 2 4 ．3 6 6 2 ，4 5 3 1 ，94 2 6 6 3 8

4 2 3 ．2 6 5 2 ，6 0 5 2 ．0 6 2 6 5 5 1 4

5 2 2 ．4 5 2 1，8 9 3 1．4 49 4 6 6 8

注．a）：最大葉の第一節間島

によって生育がまさり増収した。1回当たりのかん水量は，

試験Ⅰの結果から20mでは多過ぎ，試験Ⅲの結果から，定

植後1か月ごろまでは10mかん水，それ以降は15mかん水

が適当であると推察された。

4　ま　　と　　め

畑地かんがい下において窒素の基肥量と追肥量の検討を

したところ，①基肥量の増加にともなって生育量が増大す

る傾向が認められたものの，収穫時においても地上部垂の

差は小さく，基肥量は2吻／J程度で十分であると考えら

れた。（参基肥量2毎／βの場合，追肥量は2吻／〃（0．5×

4回）示適当であると考えられた。③2か年とも施肥量が

多いほど，また，かん水量が多いほど腐敗株率が高まる傾

向が認められた。④かん水点をPF2．0に設定した場合，

1回当たりのかん水量は，定植後1か月ごろまでは1伽孤，

それ以降は15mが適当であると考えられた。
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